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福島第一原子力発電所の１号機から４号機の安定化や廃炉に向けた取組については、政府の廃

炉・汚染水対策関係閣僚等会議の下で、“福島第一原子力発電所１～４号機の廃炉措置等に向けた

中長期ロードマップ（中長期 RM）”に沿って進められている。当面行うべき様々なオペレーショ

ンについては東京電力㈱が社内分社して作った廃炉推進カンパニーが進めており、並行して、こ

の廃止措置を円滑に進めるために必要な新たな技術については政府予算を投入し、国内の技術力

を結集するために設立された技術研究組合国際廃炉研究開発機構（IRID）が、この研究開発に当

たっている。 

１号機から３号機の損傷炉心は、事故直後と比べると格段に安定して維持されている。圧力容

器や格納容器の温度が２０～３０℃と、循環注水によって十分冷却されており、暫定的な対応状

況とはいえ、プラントの安定性は確保されている。しかしながら、炉内や建屋内の線量が非常に

高く、格納容器内や圧力容器内の詳細な状況は十分にはわかっていない。一方で、ロボットの投

入等によって水漏れの場所や容器内の水位などが徐々に分かってきた。４号機のオペレーション

フロアに保管されていた使用済燃料については、２０１３年１１月から取り出しが開始され、全

１，５３３体中の１，１００体以上の取り出しが完了している。３号機のオペレーションフロア

のガレキの撤去が、遠隔操作によってほとんど終了している。このように、廃炉のオペレーショ

ンとしては着実に進みつつあるが、汚染水問題というリスク要因が存在していることや、多量の

燃料デブリが破損した建屋の中に、不完全な閉じ込め状態で保管されている状況は、恒久的に安

定な状況では決してない。損傷した炉心からの燃料デブリの取り出しは、福島第一の廃炉にとっ

ての最大の挑戦である。TMI－２事故の燃料デブリ調査や回収の実績、関連する情報は極めて参

考になる。しかしながら、福島第一発電所の状況は、炉型や事故進展の違いから TMI－２とはあ

る程度異なると考えられる。今後も、燃料デブリ物性の研究や、容器内での燃料デブリの存在状

況の確認等の多くの作業が必要とされている。 

国際廃炉研究開発機構（IRID）が進める技術開発は、(1)燃料デブリ取り出し準備に係る研究開

発、(2)放射性廃棄物処理・処分に係る研究開発、(3)使用済燃料プール燃料取り出しに係る研究

開発、の３つに大別される。１号機～３号機では、燃料デブリが圧力容器（RPV）や格納容器（PCV）

底部に存在しており、循環冷却水が格納容器から漏れ出て汚染水となって発生している。中長期

ロードマップでは、この状況を早く収束させるために、燃料デブリの回収を１０年以内に開始す

るという目標を設定している。そのためには、①建屋内部の遠隔除染、②格納容器の漏えい個所



の特定、③格納容器内部の調査、④格納容器や原子炉圧力容器の健全性確認、⑤格納容器の補修

（止水を含む）、⑥燃料デブリの臨界管理、⑦燃料デブリの性状確認、⑧事故解析コードによる炉

内状況の推定、等の難しい技術が必要になる。また、事故や廃炉処置により発生した様々な放射

性廃棄物について、⑨汚染水処理の二次廃棄物の処置、⑩放射性廃棄物の処理・処分技術が、さ

らに、建屋から回収される使用済燃料について、⑪長期健全性評価、⑫損傷燃料の処理方法、等

の技術が必要となる。これらの課題に対処するため、様々な遠隔技術（ロボット技術）、点検技

術、燃料デブリの回収・保管関連の技術、燃料デブリ等の性状を知るための基礎研究、炉心溶融

の進展解析研究や、取出し時の安全評価の研究、原子炉容器や構造材の耐久性評価研究、等の研

究開発が、IRID の組合員により鋭意進められている。さらに、燃料デブリの取り出しの代替工法

を探る取組や、汚染水対策に関わる海外情報の収取等の取組も進められている。 

特に、燃料デブリの取り出しは最大の問題である。国のロードマップ上では、格納容器の水漏

れを遠隔操作で止めた上で格納容器内を水で満たして、オペレーションフロアからの遠隔操作に

よる水中ハンドリングによって燃料デブリを容器に回収することを、基本工法として設定してい

る（冠水工法）。しかしながら、止水が完全にできなかった場合の対応も必要であり、気中取出

を含む代替工法の研究が今後の重要なテーマとなる。また、今年度からは、炉内での燃料デブリ

の存在状況を知るため一つの可能性のある手法として、ミューオン透過法および散乱法の実証研

究も開始される。 

廃炉の加速は、デブリ取り出しや汚染水処理のような、工学的手法の開発に大きく依存するが、

一方で、基礎的な研究の重要性も否定できない。特に、燃料デブリの形成過程の評価や、燃料デ

ブリの化学特性や物性を知るための研究、環境中に移行した放射性核種の挙動に関わる研究、汚

染水処理のための化学的研究、炉心材料の長期健全性評価、等は極めて重要である。このような

基礎研究と、現地での実用化を目標とした工学開発の両者が連携して進められてゆかねばならな

い。 
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